山梨県コンクール　一部　佳作賞
ごはん・お米とわたし　
笛吹市立石和西小学校三年　
　髙橋　優梨　
わたしは、お米が大好きです。お米はもちもちしていておもちみたいなところがとてもおいしいです。たべるといやな気持ちがどこかへいってしまします。心がぽかぽかになります。わたしは食事のじゅんびの時にお米をとぐことが好きです。始めは水がまっ白になって、なんどもといでいるうちにキレイになっていきます。お米がたける時のいいにおいも大好きです。かぞくみんなでほくほくのごはんを食べると幸せな気持ちになります。わたしは、休日に姉とおにぎりやオムライスを作りました。自分たちで作ったごはんをかぞくが「おいしいね」と言ってくれたのでとてもうれしかったし、また作りたいなと思いました。
わたしの姉が田んぼを作っている人は気持ちをこめてがんばってつくっているよと言っていました。みんなのためにも食べる人うる人がぽかぽかになるように気持ちをこめてお米を作っています。だからわたしたちが大切なお米をのこさず食べて作った人にかんしゃの気持ちをこめて食べることが大事だと思います。作っている人やうる人がこのしぜんの中でお米にも人にも愛をとどけてくれていることを知りました。
さいきんはお米を作る人や水田がへっているときいた.ことがあります。スーパーに行くとお米が高くなったとかぞくが言っていました。お店のお米が何日も売りきれになったところをみたこともあります。日本にいれば、お米がすぐに買えると思っていたけれど、きちょうな物になってしましました。
わたしはお米や稲作についてよく調べたいなと思いました。高学年になったら田植え体験があるので楽しみです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

